














研究目的 

近年低出生体重児が予測される骨盤位の分娩様式について,従来の産科学的常識をくつが

えすような提言がなされ,周産期医学の重要な命題の一つとして論議をあつめている。 

すなわち骨盤位の低出生体重児が経膣的に娩出された群は,帝切によって娩出した群に比

して予後不良であるとされ,すでに米国,カナダなどでは,低出生体重児が予測される骨盤

位では rou-tine として帝切を行う趨勢にあるという。 

神奈川県産科婦人科医会先天異常異常分娩対策部では,この基本的な問題点を解明する目

的で,骨盤位分娩低出産体重児についてのアンケート調査にもとづいて統計的検索を試み

た。 


